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◎国民スポーツ大会冬季大会（2/4(水)～8(日)、八戸市） 
 【女子】少年２０００ｍリレー ４位：田中稟埜 

（岩手チームとして３走で出場） 
     少年１５００ｍ    出場：田中稟埜 
◎全国中学校スケート大会（1/31(土)～2/3(火)、長野市） 
 【女子】１０００ｍ出場・１５００ｍ出場：田中稟埜 
◎岩手県書写書道作品コンクール 
（推薦・特選の作品は 3/19(木)～3/22(日)にマリオス 4 階展示ホール及び 20 階展望室展示場で展示されています） 

 【毛筆の部】推 薦：阿部惟果、齊藤琥珀 
       特 選：奥村杏貴、西野汐月空、東平暖乃、内記つぐみ 
       準特選：山岡大晄、石塚有莉、中山実優 
 【硬筆の部】特 選：千葉あかり、阿部惟果 
       準特選：中村羽唄 
 
 

 

フリモント派遣事業に参加した似田貝朋加さん、山本陽向

子さんが、事業の様子を紹介するｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰとして、

1/23(金)に、矢巾東小学校６年生へプレゼンテーションを

してきました。（矢巾町国際交流協会主催） 

最初は緊張も見えましたが、二人とも立派に、応募したき

っかけや現地での様子、その生活の中で学び感じたことなど

を、発表してきました。お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

1/23(金)に、２年生で、山口奏さん・満田俊彦さんによる芸術鑑賞教室が行われました。

(１・３年生は 12 月に実施済)。当日は、心地よい演奏の他に、進路の話や、思春期における音楽の意味

（言葉にできない感情を音楽では表現できる）、中学2年の頃のご自身の様子などもお話しい

ただき、子どもたちにとっては、多くの学びがあった時間にできたかと思います。 

 

 

 

 

 

 

  

〒028-3622 
矢巾町大字上矢次 7-115 
TEL：019-697-1921 
FAX：019-697-7526 

（文責：藤澤 崇） 

《祝！特設スケート・田中、国スポ・少年女子リレー４位入賞！》

チェロとピアノの音色に包まれて②～芸術鑑賞教室～



                                                                      

                                  

 

 

 1/28(水)に、２学年・国語で「ビブリオバトル」を開催しました。（自分の「推しの本」

の紹介による、プレゼンテーション選考会と言えばイメージできるでしょうか） 

各自が選んだ本の紹介、聴き合いなどを楽しみながら、新たな本との出逢いをしていまし

た。また、本への関心だけではなく、プレゼンテーション力や要約力、アピール力などの向上

にもつながってくれることを期待しているところです。 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある日の合同朝練習。場所が限られ

る冬はみんなで頑張ります。 

１年音楽より。曲のイメージを言葉
に。みんなの思いが一つの合唱に。 

某日６校時。授業前に掃除準備完了！実は
半分近く欠席の日。半分で全員分!【拍手】 

 

 

 

 

 

 

 

  

美術室前。R7 最優秀賞(熊谷凛さん)をはじめ

とする入賞作品。学びにするのはアナタ！ 

昇降口の素敵なリース。実は星風の作業作
品でした。色合い・作りとも素敵です。 

１年国語。題材に出る｢昆虫採集｣｢標本｣に
ついて実物で作品の意味を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

某教室前の飾りはもう３月上旬。春の

音や声が聞こえてくるような････。 

２年某教室より。北翔祭・卒業式・修学

旅行だけでなく皐月祭も始まってます。 

３年某教室の逆歴ｶﾚﾝﾀﾞｰ(生徒作)。卒業まで

学校にくる日も間もなく 21日を切ります。  

◎町民劇場運営補助に参加[2/7(土)8(日)] 
昆 麻斗さん 

※町民劇場のパンフレットの準備や入り口での
配布をしてくれました。お客さんとのコミュ
ニケーションもとってくれていました。 

それぞれの「ボランティアのつぼ」


